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～書籍化について～



Bio-Com.Pの研究の基本構想 2令和３年１０月６日 Bio-com.P分野 第３回シンポジウム

バイオマスコミュニティプランニング分野では、廃棄物等およびバイオマス資源の
循環・エネルギー利用を通じて、持続可能な地域コミュニティを計画するための技
術・社会システムを、産官学の連携で開発し提案する。

バイオマスコミュニティプランニングとは？

地域の中長期的なまちづくりの観点から、地域
特性に応じたバイオマスの利活用を、地域の多
様な人々の協議（場）により、フィージビリティ
スタディ（情報）によるエビデンスに基づき、地
域独自の事業として立ち上げていくための計
画づくり

ローカルSDGｓ
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バイオマスコミュニティ実現のための、自治体（地域）向け導入ケーススタディ

WG1
生活系ﾊﾞｲｵﾏｽｺﾐｭﾆﾃｨ

（生ごみ・下水汚泥など）

WG2
農業系ﾊﾞｲｵﾏｽｺﾐｭﾆﾃｨ

（家畜ふん尿、農業残渣など）

「今までの地域の課題」
「今後の地域の課題」

＜課題＞

「バイオマスＥの最適利用」
「エネルギー施設の融合」

「ポストFIT」
「事業採算性」
「革新技術」

「廃棄物適正処理」
「地域システムづくり」

「災害・復興」
「新たな価値」など。。。

＜現在＞
事例の評価

＜将来＞
未来のケーススタディ

自治体・地域を選定し、
既存のシステムを評価する

地域の課題（今まで＆今後）を
解決するケーススタディ

WG1
生活系ﾊﾞｲｵﾏｽｺﾐｭﾆﾃｨ

（生ごみ・下水汚泥など）

WG2
農業系ﾊﾞｲｵﾏｽｺﾐｭﾆﾃｨ

（家畜ふん尿、農業残渣など）

横断的WG
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【書籍タイトル】
バイオマスコミュニティプランニング～ローカルSDGｓの実践～

著者： 古市徹／石井一英
出版社：（株）環境新聞社

第１章：バイオマスコミュニティプランニングとは

第２章：
生活系バイオマスコミュニティ

プランニング

第３章：
農業系バイオマスコミュニティ

プランニング



第１章：バイオマスコミュニティプランニング
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1.1 バイオマスコミュニティプランニングとは？

1.2 バイオマスコミュニティプランニングが必要な背景

1.3 廃棄物及びバイオマス利活用の現状と課題

1.4 バイオマス利活用システム構築
1.4.1 システムズアプローチによるバイオマス利活用システムの構築
1.4.2 循環とエネルギー
1.4.3 Win4(循環＋エネルギー＋地域物産品＋BCP)
1.4.4 システム構築の手順と評価の考え方

1.5 バイオマスコミュニティプランニングの構築
1.5.1 ケーススタディとして検討する意味
1.5.2 都市生活から排出されるバイオマスを中心としたコミュニティプランニング（第２章）
1.5.3 酪農・農業から排出されるバイオマスを中心としたコミュニティプランニング（第３章）



システムズアプローチによるバイオマス利活用システムの構築
6令和３年１０月６日 Bio-com.P分野 第３回シンポジウム

⓪バイオマス利活用の目的
・施設更新
・施設集約化

・コスト削減
・悪臭など生活環境の改善

③変換技術

・メタン発酵
・堆肥化

①バイオマス ②受入先
・一般（可燃ごみ、生ごみ）
・産廃（家畜排せつ物、下水汚泥、

プラスチック）
・未利用物（稲わらなど）

・エネルギー
熱利用、発電・熱利用、水素、燃料利用
・残渣
液肥、堆肥、戻し堆肥、灰

④事業主体と採算性
・自治体 ・民間 ・三セク ・PFI ・（長期包括）委託 など

＜技術的側面＞
・イノベーション
・ICT、IoT、AI

＜社会的側面＞
・市民意識（教育）
・市場原理

⑤地域特性
・人口規模 ・産業構造（農村、都市）

・焼却量削減
・最終処分量削減

・エネルギー回収
・温室効果ガス排出量削減

・焼却
・MBT

対象物の選定と
収集方法の決定

前・後処理を含む
プロセス設計

需要（マーケット）
の探索・掘り起し

事業の動機付け（目的に関連）の事業採算の範囲

Input Output

⑥時間 地域にシステムが根付く期間・
導入効果が見えるようになる期間・合意形成 ・技術導入 ・システム変更 など



システム構築の手順と評価の考え方
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２．事業継続性

３．地域へもたらす様々な効果

多種多様なステークホルダー
中長期（時間）

多様な視点と価値観
価値観が変化する要素

バイオマス事業がもたらす価値や効果を「新たな価値」として都度、再評価し
ていく必要がある。

１．当初目的の達成と課題解決

目的⓪が相当する事業計画当初に想定していた目的、目標あるいは課題解決
に対しての到達度で評価

バイオマス①、利用先②、変換技術③、事業主体④が持続的かどうか、経済的収支
が成立するかが評価の視点

ただし、この収支は中長期的な視点に立つものも含む必要がある。



ケーススタディとして検討する意味※研究成果の意義
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根拠に基いた一連のフィージビリティスタディを行い、中長期的視点にたった
バイオマス利活用の形を示す

② 方法

ケーススタディとして対象とした地域条件と自分の地域との

どうやってエビデンスを持った情報整理をするか？の実践

① 気づき

地域を
「見直す」「計画する」

きっかけ自分の地域がもつ課題解決や地域の強みの手がかり

自分の地域を検討する際の参考共通点

相違点

・どのような項目を検討したらよいか
・どのような課題設定をしたらよいか
・どのような手法で検討すべきか

検討方法の
手がかり
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